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解体時の継続的観測に基づく既存高層建物の大地震時の応答・損傷評価及び対応手法に関する研究 

名古屋大学大学院 環境学研究科 都市環境学専攻 

博士課程前期課程 2 年 福和研究室 今枝 賢志朗 
 

1. 序論 

1.1 はじめに 

 近年、長周期成分を多く含んだ極めて継続時

間の長い揺れが注目されている。2011 年 3 月 11

に発生した東北地方太平洋地震では、長周期地

震動の影響で首都圏の多数の超高層建物での大

振幅応答が多くの人々により体感され、映像や

観測記録に残されたことは重要である。大きな

構造被害は報告されていないが、非構造部材や

設備の損傷、室内家具の転倒などは多数発生し

た 1）。さらに遠方の大阪平野では、地盤の揺れ

は小さいものの、超高層建物が深部地盤以浅の

地盤卓越周期と共振してきわめて大きな応答増

幅を示した例もある 2）。近年では、東海・東南

海・南海地震の発生確率が高まっており、これらの地

震の連動を想定すれば、濃尾平野・大阪平野をはじめ、

首都圏においても、更に大きいレベルの長周期地震動

が予測され、多数の高層建物が被災する可能性がある。 

1970 年代に建設された初期の高層建物は長周期地

震動に対して必ずしも十分な配慮がされていないため、

あらためて応答性状や耐震性を検討することは重要な

課題である。最近では、建築学会での検討 3）や E ディ

フェンス実験 4）などが頻繁に行われている。一方、大

規模な地震災害により多数の高層建物が同時被災した

際に、損傷程度や継続使用の可否を速やかに確認する

ことが必須であり、構造健全性・損傷評価の技術も重

要度がましている。また、損傷が著しく解体を余儀な

くされた場合の影響も考えなければならない。 

本研究は、鉄骨造高層建物の解体過程で常時微動計

測、強制加振実験、地震観測、台風観測、光ファイバ

センサによる柱の軸変形の計測や解体に必要となる人

員・重機の数・時間等の調査を継続的に実施した。そ

の結果から、高層建物の基本的な振動特性とその変化、

詳細なモニタリングシステムの構築や被災時の建物の

解体に必要な対応力を検討している。 

1.2 東海地方の超高層建物の共振の危険性 

 ビルディングレター5）から、名古屋市内に立地する

軒高 60m 以上の超高層建物の位置・構造・高さ・設計

固有周期・評点年月日・主用途を調査した。ここで対

象とした超高層建物は 58 棟である。ここで得られた建

物の固有周期と本研究グループで作成した深部地盤モ

デル 6）の卓越周期との関係を図 1 に示す。実線では地

盤の 1 次卓越周期が、破線では地盤の 2 次卓越周期が

建物の固有周期と一致する場合を示しており、各々の

細い線が±15%を表している。地震時に名古屋市は超

高層建物が共振する可能性が高いことがわかる。 

2. 対象建物及び計測の概要 

2.1 対象建物概要 

 計測対象は名古屋市中心部の熱田台地上に立地する

地上 25 階、地下 3 階、高さ 90m、基準階面積約 1500

㎡の高層事務所建物である。図 2 に立面図と基準階平

面図、表 1 に建物概要を示す。本建物は 1971 年に設計・

着工し、1973 年 9 月に竣工している。構造種別は、比
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図 2 立面図・基準階平面図

図 4 光ファイバセンサ

の設置概要 

図 1 地盤と超高層建物の

固有周期の関係 

図 3 解体工程と計測スケジュール 
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較的階高の高い 4 階床まで

は鉄骨鉄筋コンクリート造

となっており、4 階柱以上

は鉄骨造の純ラーメンで西

側コアにブレースがある。

設計 1 次固有周期は張間方

向 2.47 秒、桁行方向 2.44

秒、設計減衰定数は鉄骨部

分 2%、鉄筋コンクリート

部分 5%である。内装解体

前で積載荷重がほぼない状

態での微動時の固有振動数は、張間方向で 0.43Hz（2.33

秒）・桁行方向で 0.46Hz（2.17 秒）である。 

 解体工事は、次に図 3 に示すように 2009 年 10 月か

ら内装を撤去し、その後 2010年 3月から 7月にかけて、

上階から順に躯体の解体が行われた。解体は、ほぼ階

ごとに床スラブと鉄骨フレームを切断・搬出している。

したがって、解体の各段階での重量評価や振動特性へ

の影響要因の考察が容易である。 

2.2 計測概要 

図 3 に解体スケジュールを示す。工事過程による振

動特性の変化を確認するため、継続的な常時微動観測

を行った。内装解体中は、できるだけ上の階に強震計

1 台を設置して継続的に観測を行った。また、2010 年

3 月以降の躯体解体中は、1 階に強震計を追加し、解体

に伴う振動特性の変化を計測している。手動トリガに

よる常時微動記録（30 分程度）や工事振動によるトリ

ガ記録（約 5 分）などを収録した。 

解体中の柱軸変形の計測には、光ファイバセンサ

SOFO を用いた。図 4 に SOFO センサの設置概要を示

す。センサは、L 型鋼製固定金物（ブラケット）で両

端を支持し、瞬間接着剤で鉄骨柱に固定している。各

センサ脇には、柱鋼材の温度を計測する熱電対を設置

している。センサ自体は温度変化の影響を受けない構

造となっているが、計測対象の柱鋼材が温度変化によ

り伸縮するため、正確な変形の計測と応力の推定には、

温度補正が必須である。さらに、これまでの計測結果

から、ブラケットの温度変形も計測精度に大きく影響

するため、柱と同じ鋼製とし、図 4 に示すように両端

の L を同じ向きで設置している。また、接着面全面が

密着するように注意が必要である。センサ位置は S 造

の最下階である 4 階の柱とし、図 5 に示すように、隅

柱・側柱・中柱 5 本に計 9 本を設置した。曲げモーメ

ントの影響が少ない柱の中間部の設置を基本としたが、

中柱 1 本については柱頭（熱電対は設置していない）

にも設置している。静的計測において、5 本の柱の計

測により、柱位置（隅柱・側柱・中柱）による荷重分

担率の差や、躯体解体時の平面内の荷重の偏りなどを

検討する。また、動的計測において、建物中央の中柱

の両面には動的軸変形と曲げ変形の分離検出を試みる

ために、建物の張間方向の端にある 2 本の柱には建物

全体の変形を、北側の中柱には桁行方向の建物の変形

を検出するために設置した。静的計測は 10 分間隔で継

続的に収録を行い、動的計測は 8 回実施した。 

3. 常時微動観測による解体過程の振動性状の変化 

 図 6 に 1 回目と 2 回目の強制加振実験の間の内装撤

去に伴う固有振動数と減衰定数の変化を示す。横軸は

1 回目の強制加振実験（2009 年 6 月 30 日）からの経過

日数で、内装撤去工事の開始は 90 日頃（2009 年 10 月）、

2 回目の強制加振実験は 200 日頃にあたる。固有振動

数はフーリエスペクトルのピーク位置から、減衰定数

は長い記録（30 分程度以上）の場合は RD 法、短時間

（5 分程度）のトリガ記録の場合はハーフパワー法に

より推定した。従っていずれも連成系の振動特性であ

る。図 6 より内装撤去が開始された 90 日目ころまでは

ほぼ変化がなく、内装撤去が進むにつれて固有振動数

が増加する傾向があり、最終的に両方向とも 6%程度

の変化がみられた。減衰定数は明確な変化の傾向が見

られないが、おおむね 1%程度であり、微動レベルで

は設計時の値（S 造部分 2%）より小さい。 

躯体解体工事の期間中、工事振動によるトリガ記録

が毎日数十回程度得られたため、日毎にアンサンブル

平均したスペクトルを求め、ピーク位置から 2 方向の

並進 1 次とねじれの固有振動数（固有周期）を推定し

た。この結果と建物高さの関係を図 7 に示す。ここで

の高さは、解体中の層の床位置とした。この図より、

高さが減少するにつれて固有周期も低下する傾向が明

確である。高さに対する変化では、高さ約 76m（23

層）・66m（20 層）・55m（17 層）付近で並進 2 方向の

固有周期の変化が緩やかになっている。この傾向は 23

層・20 層・17 層で柱の断面積が減少することが原因で
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あると考えられる。また、張間方向、桁行方向、ねじ

れの 1 次固有周期が、建物の高さが減少するにつれて

接近していることが特徴的である。全範囲で原点を通

る回帰直線を求めると、張間方向で T=0.0234H、桁行

方向は T=0.0226H となった。S 造建物の設計で目安と

される T=0.03Hより短いが、これは内装や積載荷重が

ない状態であることや、また 4 階床以下は SRC となっ

ていることなどが原因と考えられる。S 造建物の振動

実験結果（積載荷重のない状態が多い）の平均的値で

T=0.020H程度という既往の報告 7)とも概ね整合してい

る。また並進とねじれの固有周期の比は約 0.87 であり、

文献 1)に示された 0.75 よりかなり大きい。 

4. 光ファイバセンサによる柱軸変形の計測 

4.1 静的計測による建物の重量評価 

 図 8 に、約 5 ヶ月にわたる躯体解体過程について、

中柱・西側・中央のセンサの変形と温度の関係を解体

階毎に色分けして示す。柱の鉄材が温度により伸縮す

るため、全体に右上がりの傾向を示している。解体開

始時点（3 月）は図中の左下部分で、温度の日変動で

右上がりの直線上に並ぶ傾向を示し、解体が進むにつ

れて右上がりの線状の分布が図中の右上に移動する。

これは解体により上部躯体重量が減少することや、夏

に向かい気温が上昇することによる。ひずみの変化が

ない（軸力が変化しない）ときの温度変化による傾き

が線膨張係数にあたり、本来は材料に固有の定数とな

るはずだが、図 8 の分布の傾きは一定ではなく、セン

サや解体の時期（解体を行っている階数で表示）によ

り異なっている。平均的には鉄の線膨張係数

（1.21×10-5 [/℃]）と大差ないが、±20%程度のばらつ

きがみられる。これは柱の部材伸縮だけでなく、ブラ

ケットや接着の影響、さらには解体による急激な軸変

形の影響も含んでいるためと考えられる。以降この値

を「見かけの線膨張係数」と呼ぶ。 

図 9 に中柱・西側・中央の軸変形の計測記録を示す。 

(a)は柱軸変形と柱断面積から求めた柱負担軸力と日

程との関係を示す。(b)は同時に計測を行っている柱の

温度と、名古屋地方気象台での気温との関係を示す。

図 9 より計測期間中に季節が変わっているので、日変

動だけではなく季節変動も温度補正されていることか

ら、全体としての柱軸力変化の傾きも温度補正の線膨

張係数によって変化している。構造図面から算出した

計算値（△）と比較して考察すると、躯体解体前の見

かけの線膨張係数を使用して温度補正を行った場合が

最も近い値を示している。中柱・東側・柱頭以外の他

のセンサでも同様の傾向がみられた。これは柱頭部分

には熱電対を設置していないため、同じ柱の中央部分

の温度で分析を行なったためと考えられる。図 9 から、

解体工事が休みの 3 日間について温度補正前後の計測

値を抜き出し検討を行ったところ、温度は日変動を示

しおり、センサの計測値はこれらの温度変化の影響を

明確に示しているが、温度補正後はほぼ一定値を示し

た。それでも除かれない計測結果のばらつき（点の分

布の縦軸方向の幅）は、20μm 程度で、このばらつき

は温度補正前後に同様に見られ、一様に分布している。

以上から、十分な温度補正ができていると判断する。 

 本論文では、躯体解体開始前の期間について、温度

の日変動による傾きからセンサごとに見かけの線膨張

係数を求め、その値を用いて全計測期間の計測値の温

度補正を上記の柱以外の柱にも行ったところ同様の傾

向がみられた。なお、それでもすべてのセンサにおい

て、補正された計測値は構造図面から算出した軸力と

比べて多少小さくなる傾向がみられ、今後の検討を要

する。次に複数の柱で得られた計測値の比率に注目す

ると、隅柱：側柱：中柱：中柱（コア側）：中柱（北側）

＝1：1.6：3.0：2.3：2.2 となっている。この値は単な

る床の負担面積比率や、外壁を考慮した比率とは異な

っている。この原因として、もともとの柱の荷重分担

比率や、解体過程で柱軸力の再配分の影響がありうる

ため、スラブ剛性も考慮したフレーム解析により解体
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プロセスを追うことで、実測結果の詳細な検討・評価

が必要と考えられる。 

4.2 動的計測による建物の振動特性 

例として、図 10 に 2010 年 4 月 30 日の変位波形と

光ファイバセンサの動的計測記録のフーリエスペクト

ルを示す。建物は、20 階を解体中の状態である。他の

センサでも同様の検討を行なったところ、センサの設

置する柱や側面によって建物のどの方向成分の振動特

性を示すかには特に傾向が見られなかったが、建物中

央の中柱以外の柱では、ねじれの成分も確認できた。

強震計で収録した加速度記録と光ファイバセンサの動

的計測記録からそれぞれスペクトルを求め、ピーク位

置から並進 1 次固有振動数を推定した。この結果と建

物高さとの関係を図 11 に示す。強震計の記録と光ファ

イバセンサの記録から計算した 1 次の固有振動数の差

は、解体状況に関係なく±0.02Hz の範囲内であった。 

5. 対象建物の解体歩掛 

図 12 に解体関連の就労人員について示す。現場には

多い時に 1 日当たり地上部内装解体に 100 人、石綿除

去 80 人程度で作業を行っていた。石綿除去作業員は実

際に除去作業を行っている作業員以外にも、石綿飛散

防止のための養生を行う作業員の人数も含んでいる。

内装解体や石綿除去は複数のフロアで同時に作業可能

なため、短期間で作業を完了することができた。躯体

解体中、石綿除去作業員はステーションにて外壁 PC

版裏部分の石綿の除去作業を行っていた。 

2010年 7月までの時点での就労延人員は全職種合わ

せて 18052 人、地上部の解体工のみに限ると 9434 人で

ある。S 造部分の平均解体歩掛は約 3.6m2/人日となっ

た。1 フロアを解体するのにかかる日数をタクト日数

と呼ぶ。タクト日数はタワークレーンがブロックを降

ろすのにかかる時間の短縮や作業員の慣れにより解体

が進むと減少した。平均タクト日数は 4.4 日で、タワ

ークレーン 1 基当たりの歩掛は約 176 m2/日となる。 

例えば、10 万 m2 の超高層建物の S 造の躯体解体の

場合、3 基のタワークレーンが設置できたと仮定する

と約 190 日の工程と約 27777（人日）の就労人員が必

要と推測される。これ

に内装解体の日数、タ

ワークレーンの設営日

数等々が加算される。 

この結果は、あくま

でも平時において図面

も揃っており、石綿等

の危険物の位置がわか

っており、事前に検討

された無駄のない解体

計画下で作業が行われ

たものであることを念

頭に置いておきたい。 

6. 結論 

本論では、1970 年代に建設された初期の高層建物を

対象として、既存の高層建物の振動性状の把握のため、

継続的な常時微動観測を実施し、基本的な振動特性や

振幅依存性を捉えるとともに、内装撤去の影響や、躯

体解体に伴う階数変化による振動特性の変化を分析し

た。また、光ファイバセンサを使用して建物重量と固

有周期を求め、地震時に損傷評価を簡易的に行う観測

システムの構築の可能性を見出した。さらに、平時に

おいての解体事例から必要な人員・重機の数・時間を

とりまとめたことで、地震時に損傷が著しく解体を余

儀なくされた場合の影響に関する基礎的資料を得た。 

これらの成果は、高層建物の長周期地震動による応

答の推定に有用な知見といえる。今後、躯体解体時に

継続的に観測を行った建物高さと固有周期・重量の関

係から剛性に関するモデル化の検討を行うことで、固

有周期の変化に着目した構造ヘルスモニタリングや損

傷評価のためのより詳細な基礎的な資料が得られるも

のと考えられる。また、大地震時の被害想定には本研

究において実建物の解体事例から得られた人員・重機

の数・タワークレーンの歩掛の内容を加味することで

より一層リアルな復興シナリオの作成に役立てること

ができると考えられる。 

参考文献 

1)日本建築学会：2011 年東北地方太平洋沖地震災害調査速報、

2011.3 2)内閣府：東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津

波対策に関する専門調査会 第 8 回会合 資料 4、2011.8 3)日本

建築学会構造委員会高機能社会耐震工学 WG：長周期地震動対策

に関する公開研究集会、2008.3 4)長江拓也 他：高層建物の耐震

性能を検証する大規模実験システムの構築－E-ディフェンス震

動台実験－、日本建築学会構造系論文集、No.640、pp.1163-1171、
2009.6 5)(財)日本建築センター：『ビルディングレター』、1986.1
～2011.11 6)福和伸

夫 他：名古屋圏にみ

る強震観測状況の実

態と記録活用の試み 
～1998 年 4 月 22 日養

老の地震の記録収集

と分析、名古屋大学、

1999 年 7)日本建築

学 会 ： 建 築 物 の 減

衰,2000 

：張間方向

：桁行方向

2.5

0

[m
m

*s
e
c]

0 2[Hz]

図 10 2010 年 4 月 30 日の計測記録

(b) 光ファイバセンサ 

：中柱・西側・中央

：側柱・北側・中央

1.8

0

×
10

-3
[m

m
*s

ec
]

0 2[Hz]

(a) 強震計（解体：20 階、計測：16 階）

図 12 解体関連の就労人員について 

2009年
9月 10月 11月 12月

2010年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

0

2000

1600

1200

800

400

実
績

工
数

（
人
日

）

地上部内装解体 石綿除去

地下部内装解体

躯体解体

鳶

図 11 加速度記録と光ファイバ 

   センサで求めた固有振動数

0 10020 40 60 80
0

1.0

3.0

2.0

固
有
振

動
数

[H
z]

：張間方向
：桁行方向
：光ファイバセンサ

建物高さ [m]



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


